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 要  旨 
 今日、日本における映画館スクリーン数（上映部屋数）の約 7 割をシネマコンプレックスが占
めている。従来、映画は単独施設である映画館で、いわゆる単館上映という形態で興行されてき
た。しかし、1993 年のシネマコンプレックスの登場からたった 10 年足らずで興行形態は一変し
た。シネマコンプレックス登場の効果として、大型商業施設との併設や、雰囲気の改善、設備の
近代化などによる観客動員の増加が挙げられる。本研究では、観客動員数とそこから求められる
収益を評価尺度として、シネマコンプレックスという映画の上映施設の経営上の要点を明らかに
し、旧来の上映形態との違いや、その急速な転換の理由を見いだすことを目的とする。 
 実際の青森県内のシネマコンプレックスから得られた観客動員データの分析により、観客動員
には休暇期、曜日による影響があること、上映作品が異なっても、年間総観客動員数は安定して
いること、観客動員数は映画の公開週から単調減少する作品が大半であることがわかった。また、
青森県程度の市場規模では、数千人単位で観客動員が得られる作品（ヒット作）は、配給される
年間 600～800 本の作品のうち、数本以内に限られ、座席数が 300 を超えるような上映室が満席
になるような作品は、きわめて限定的であることも明らかになった。 
こうした観客動員に関する分析結果に基づき、映画作品の供給によるシネマコンプレックスで
の映画上映と観客動員のモデル化を行い、座席数と部屋割りを検討した。その結果、現状の作品
配給における興行では、部屋数を多くすることで新しい作品の上映機会を増やし、結果として座
席の稼働率を上げることが効果的であることを明らかにした。そして、このような部屋割りを行
うことで、年間数本しかないヒット作の出来に左右されることなく、安定した観客動員数を確保
することが、シネマコンプレックスの経営上の要点であることがわかった。 
 また、青森県内のシネマコンプレックスについてハフモデルを用いた集客力分析を行ったとこ
ろ、シネマコンプレックスの集客力はその後背地に抱える人口にほぼ依存し、複数のシネマコン
プレックスが競合している場合、各施設の規模（総座席数）と周辺地域からの道路距離によって
それらの集客比率がほぼ説明できることがわかった。 
 
